































































































































































































































































































































































グループの児童には H グループへ、H グループの
児童にはＮ2グループへいけるように期待し、指導
を行っているのであればそのねらいに児童がどれ
だけ到達できたかを評価に加える必要があるので
はないだろうか。各グループ別の評価を定めるこ
とで、グループの編成、また授業内容がより児童
の成長に対応できると考えられる。 
 
Ⅳ 研究の結果 
１ 本研究にみられた少人数指導の今後の課題 
少人数指導の今後の課題とは何か。本章では以
下の本研究における問題点とその課題を取り上げ、
これまでに行った少人数指導の検討および考察と
あわせてそれらをあげていく。 
 
課題 4：授業における目標の設定はいかにあるべ
きか。 
事前調査などから児童の実態を把握し、それに
応じて少人数指導による学習目標を設定する方法
は、有効な方法であると考えられる。なぜなら、
児童一人ひとりの実態を対象にしているというこ
とは、児童一人ひとりの成長に応じて常に学習目
標、活動内容、教師の支援が柔軟に対応できると
いうことだからである。 
しかし、児童の実態に応じた目標の設定と同時
に、それに適した学習活動および教師の支援が行
われなければ個に応じた指導としての少人数指導
を行えたとはいえないだろう。それぞれの学習目
標に対しての望ましい学習活動および、教師の支
援とはいかなるものか、その検討には教師個人が
取り組むのではなく、学年間あるいは学校全体で
の協力体制で取り組んでいくことが必要と考える。 
 
図 1 
課題 5：達成度とは何を意味するのか。その基
準と対象及び方法とは何か。 
学習における主体者は児童であり、児童が主体
的な活動を行うことをねらいとする「個に応じた
指導」の具体例である少人数指導においてもそれ
は同様である。『自らの学びに対して何を改善した
らよいかを考える場を提供する。それは、学習者
による評価活動の目的がよりよい学びの改善につ
ながるからである。』3）このことから、教師は児童
の実態に応じたコースおよび目標を設定し、児童
はそれを十分に理解したうえで児童自らがコース
を選択し、その目標を達成できたかを自己評価す
ることが児童の学びの改善につながると考える。
ただし、児童が自分に適したコースを選択できる
よう、教師も助言する必要があるであろう。 
少人数指導においての「達成度」とは、児童一
人ひとりに応じた学習目標への到達度を意味し、
その目標は児童が設定あるいは選択を行い、児童
自らが評価することで達成度は判断されるもので
あると考える。 
 
2 少人数指導の教育的意義 
本研究をとおして、現代における少人数指導の
教育的意義とは、児童一人ひとりが主体的に学習
を行うことで、よりよい学びの改善を行いながら
それぞれのペースにあった着実な成長を遂げられ
ることであると考える。それは、少人数指導の学
習目標が児童の実態に応じて設定されたものであ
り、児童自身が自己と向き合いながら学習目標に
取り組み、評価を行っていくことで学習はよりよ
いものへと改善されるからである。くわえて、少
人数指導が児童の実態に即して行われるというこ
とは、少人数指導における児童の編成が決して固
定的なものではないことを指摘できる。 
これにより少人数指導が、児童一人ひとりにと
って自ら考え、自ら学ぶことのできる学びの場と
なり、すべての児童がより着実な成長を遂げるこ
とができるのである。 
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